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研究成果の概要（和文）：　 理論的研究においては、「モノ」という視点が、現代的条件のもとで「経験」の
可能性を構想し、ドイツ語圏の教育思想が構想してきた人間形成(Bildung)を起動させる上で、有効な手がかり
となることを確認した。経験的研究においては、現代美術と子どもたちとの関わりのなかで、既成の意味に解消
できないような対象の物質性(「モノ」)が浮上する可能性があること、また、そのようなモノの次元は、それを
意味の次元に還元しがちな鑑賞の場面でよりも、美的な制作の場面で経験される可能性が高いことを明らかにし
た。
　以上の研究成果は、海外研究者8人を含む17人が寄稿した研究成果報告書(全355頁)にまとめた。

研究成果の概要（英文）： Our research project can be devided into two parts: theoretical and 
empirical. Theoretically, we clarified the educational significance of the perspective of "Things." 
It gives a robust supporting point for children to get an "experience" under the contemporary social
 and technological conditions and, therewith, to walk in the process of the "Bildung" which has been
 conceptualized in the educational thoughts in German speaking areas. In the empirical sutudies, we 
found out that (1) the materiality of objects, which is not to be exhausted in any existing 
meanings, could be experienced by the children in their confrontation with contemporary arts, and 
that (2) such experience can likely be introduced in their activities of aesthetic re-creation, 
rather than those of appreciation. 
 Our research findings are published in a report with 355 pages, in which 17 researchers (including 
8 foreign scholors) gave their contributions.

研究分野：教育哲学・教育思想史
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１．研究開始当初の背景 
 教育が主に人と人との関係として営まれ
ていることは言うまでもない。しかし、教
育的コミュニケーションにおいては、意図
的に構築された教育空間とその物質的条件
(モノとメディア)が重要な役割を果たすこ
とになる。近年、そうした物質的条件から
の教育の捉え直しを促すような研究動向が
顕著に現れている。 
 ドイツ教育学では、学界を代表する専門
誌が最近相次いでモノをテーマとする特集
号——『教育学雑誌(ZfP)』の特別号「教育の
物質性——教育的対象の文化的・社会的諸側
面」 (58. Beiheft, 2012)、『教育科学雑誌
(ZfE)』の特別号「人間とモノ——教育過程の
物質性」 (Sonderheft 25, 2013)——を編集して
いる。 
 こうしたドイツ語圏の議論において少な
からぬ役割を果たしているのが、フランス
の科学社会学者ラトゥールの「アクター・
ネットワーク理論(ANT)」である。ANTは、
主体／客体の区別を前提とせず人とモノと
が一体となって振る舞うようなアクターを
想定する。ANTは、Educational Philosophy 
and Theory 誌が “Actor-Network Theory in 
Education”を特集に組んでいるように
(Supplement 1, 2011)、英語圏の教育研究に
も導入されつつある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、以上のような教育の物質的条
件への関心の高まりという理論動向に配視
しつつ、美術教育の領域をフィールドとし
て経験的・実験的調査を行うことで、モノ
が、教育空間において、また子どもたちに
とって、どのような意味を担っているかを
具体的に解明することを目指した。 
 
３．研究の方法 
A.理論的研究 
国際的な研究動向と歩調を合わせるために、
本研究では、かなり頻繁に海外からのゲス
トを招いて研究会を開催した。とりわけ注
目したのが、ドイツ語圏で展開されてきた
人間形成論(Bildungstheorie)の新たな、教育
の物質的条件に焦点を合わせようとする動
向である。こうした研究交流の集大成とし
て、2017 年 3月に国際シンポジウム「教育
空間におけるモノの意味」を開催した。 
 
B.経験的研究(フィールドワーク) 
理論的研究と並行して、美術教育をフィー
ルドとする経験的・実験的な研究を行った。
具体的には： 
(1) 東京都現代美術館でのギャラリー・ト
ークの際に収集された小学生の感想文
1,000 点以上を調査し、現代美術との
子どもたちの取り組みについて仮説を
構築した。 
(2) 現代美術館および台東区立蔵前小学校

と協力して、現代美術館で行われた特
別展示「紙の仕事」を訪れた小学校 6
年生に展示をモチーフとして作品制作
を試みてもらい、その制作の過程を記
録し分析した。 
(3) さらに、この分析結果を、単に通常の
研究論文として発表するのみならず、
イラストレータや美術家と協力してヴ
ィジュアル化・作品化し、東京藝術大
学で行われた研究会で展示した。また
その成果について討論会を行なって検
討した。 

 
４．研究成果 
 A. 理論的研究においては、本研究は「モ
ノ」という視点が、現代的条件のもとで「経
験」の可能性を構想し、ドイツ語圏の教育思
想が構想してきたような意味での人間形成
(Bildung)を起動させる上で、有効な手がかり
となることを確認した。 
 B. 経験的研究においては、本研究は、現
代美術と子どもたちとの関わりのなかで、既
成の意味に解消できないような対象の物質
性(「モノ」)が浮上する可能性があること、
また、そのようなモノの次元は、それを意味
の次元に還元しがちな鑑賞の場面でよりも、
美的な制作の場面で経験される可能性が高
いことを明らかにした。 
 以上の研究成果は、海外研究者 8人を含む
17 人が寄稿した研究成果報告書(全 355 頁)
にまとめた。 
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